これ は 孝子 伝吉の 父の 仇 を 打った 話で ある。 

しんしゅ うみの ちごお リさ さやま ひとりむすこ 

伝 吉は信 州 水 内郡笹 山村の 百姓の 一 人 息子で ある。 

ばくち けんか 

伝 吉の父 は 伝 三と 云い、 「酒 を 好み、 博奕 を 好み、 喧嘩 

い つ そん 

口論 を 好」 ん だと 云う から、 まず 一村の 人々 に はなら 

ず もの 扱い をされ ていたら しい。 (註 一) 母 は 伝吉を 

産んだ 翌年、 病死して しまったと 云う もの も ある。 あ 

じょうふ 

るい はまた 情夫の 出来た ために 出奔して しまったと 云 

う もの も ある。 (註 二) しかし 事実 は どちらに しろ、 こ 

の 話の 始まる 頃に はい なくなって いたのに 違いない。 

この 話の 始まり は 伝吉の やっと 十二 歳に なった (一 

てんま， う 

説に よれば 十五 歳) 天 保 七 年の 春で ある。 伝吉は ある 



えちごろ うにん は つ とり へ いしろう 

日 ふとした ことから、 「越後 浪人 服 部 平 四郎と 云える 

いか リ き 

ものの 怒 を 買い、 あわや 斬り も 捨てられん」 とした。 

ぶん ぞう かしわ ばら ばくと 

平 四郎は 当時 文 蔵と 云う、 柏 原の 博徒の もとに 用心 

棒 をして いた 剣客で ある。 もっとも この 「ふとした こ 

と」 に は 二つ 三つ 異説の ない 訣 でもない。 

たしろ げんぼ たりす ずり 

まず 田 代 玄甫の 書いた 「旅 硯」 の 中の 文に よれば、 

まげ たこ 

伝 吉は平 四 郎の鬅 ぶし へ W を ひ つ かけた と 云う ことで 

ある。 

じしょう じ じょうどしゅう 

なおまた 伝吉の 墓の ある 笹 山村の 慈 照 寺 (浄土宗) 

しょうさっし わか 

は 「孝子 伝吉 物語」 と 云う 木版の 小冊子 を頒 つてい る。 

この 「伝吉 物語」 によれば 伝吉は 何もした 訣 ではない。 



ただ その 釣 をして いる 所へ 偶然 来 かかった 平 四 郎に釣 

道具 を 奪われよ うとした だけで ある。 

こいずみ こしょう のうか ぎじん でん 

最後に 小 泉 孤松の 書いた 「農家 義人 伝」 の 中の ー篇 

ひ どろた けおと 

によれば、 平 四 郎は伝 吉の牽 いていた 馬に 泥 田へ 蹴落 

された と 云う ことで ある。 (註 三) 

とにかく 平 四郎は 腹立ち まぎれに 伝吉へ 斬り かけた 

のに 違いない。 伝 吉は平 四郎に 追われながら、 父の い 

やまばた ひとり 

る 山 畠へ 逃げの ぼった。 父の 伝 三 はたった 一人 山 畠の 

ききゅう いも 

桑の 手入れ をして いた。 が、 子供の 危急 を 知る と、 芋 

の 穴の 中へ 伝吉を 隠した。 芋の 穴と 云う の は 芋 を 囲う 

つちむ ろ 

一 畳 敷ば かりの 土 室で ある。 伝吉は その 穴の 中に 俵の 



わら 

藁 を かぶった まま、 じっと 息 を ひそめて いた。 

「平 四郎 たちまち 追い 至り、 『老爺、 老爺、 小僧 は どち 

へ 行った ぞ』 と 尋ねけ るに、 伝 三 もとより したた かも 

あざむ 

のな りければ、 『あの 道 を 走り 行き 候』 とぞ 欺きけ る。 

ほう 

平四郎 その 方へ 追い 行かん とせし が、 ふと 伝 三の 舌 を 

吐きた る を 見咎め、 『土百姓め が、 大胆に も 口 □□□ 

□ □□□□□□ (虫食いの ために 読み 難し) とて 伝 三 

あしげ す 

を 足蹴に かけければ、 不敵の 伝 三 腹を据え 兼ね、 ぁリ 

合う 鍬 をと るより 早く、 いざさら ば 土百姓の 腕 を 見せ 

んとぞ 息 まきけ る。 

くせもの 

「いずれ 劣らぬ 曲者 ゆえ、 しばく (シの 誤 か) は 必死 



に 打ち合いけ るが、 …… 

「平 四郎 さすがに 手 だれな りければ、 思う ままに 伝 三 

を 疲らせつつ、 打ち かくる 鍬 を 引き はずす よと 見る 間 

に、 伝 三の 肩 さきへ 一 太刀 浴びせ、 …… 

「逃げん とする を 逃がし もやらず、 拝み 打ちに 打ち 放 

し、 …… 

「伝吉 の ありかに は 気づかず あり けん、 悠々 と 刀な ど 

た こすず リ 

押し 拭い、 いずこ ともなく 立ち去りけ りご (旅 硯) 

のうひんけつ は 

脳貧血 を 起した 伝吉の やっと 穴の 外へ 這 い 出した 時 

に は、 もうた だ 芽 を ふいた 桑の 根が たに 伝 三の 死骸の 

あるば かりだった。 伝吉は 死骸に とりすが つたなり、 



いつまでも 一人 じっとし ていたが、 涙 は 不思議に も 全 

まつげ うるお 

然 睫毛 を沾 さなかった。 その代り にある 感情の 火の 

ように 心 を 焦がす の を 感じた。 それ は 父 を 見殺しに し 

た 彼 自身に 対する 怒だった。 理が非でも 仇 を 返さな け 

れば 消える こと を 知らない 怒だった。 

その後の 伝吉の 一 生 は ほとんど この 怒の ために 終始 

ほうむ のち ながく ぼ 

したと 云っても よい。 伝 吉は父 を 葬った 後、 長 窪に 

いる 叔父の もとに 下男 同様に 住み こむ ことにな つた。 

ます やぜん さく ぜんべ え さいかく 

叔父 は 析屋善 作 ( 一 説に よれば 善 兵衛) と 云う、 才覚 

き はたご や 

の 利いた 旅籠 屋 である。 (註 四) 伝吉は 下男 部屋に 

き が あだう くふう こ 

起臥しながら 仇 打ちの 工夫 を 凝らしつ づけた。 この 仇 



打の 工夫に ついても、 諸説の いずれが 正しい か はしば 

らく 疑問に 附 する ほか はない。 

( 一 ) 「旅 硯」、 「農家 義人 伝」 等に よれば、 伝吉は 仇の 

誰で あるか を 知っていた ことにな つてい る。 しかし 

「伝吉 物語」 によれば、 服 部 平，. 四 郎の名 を 知る までに 「三 

せいそう けみ みなが わち よう あん 

星霜 を閲 し」 たらしい。 なおまた 皆川蜩 庵の 書いた 

「木の葉」 の 中の 「伝吉 が こと」 も 「数年 を 経たり」 と 

ことわ 

断 つてい る。 

ほんちょう こもうち よう 

(二) 「農家 義人 伝」、 「本朝 姑妄 聴」 (著者 不明) 等に 

けんぽう ひらい さもん 

よれば、 伝吉の 剣法 を 学んだ 師匠 は 平 井 左 門と 云う 

浪人で ある。 左 門 は 長 窪の 子供た ちに 読書 や 習字 を教 



ほくしんむ そうり ゆう 

えながら、 請う ものに は 北辰 夢想 流の 剣法 も 教えて い 

たらしい。 けれども 「伝吉 物語」 「旅 硯」 「木の葉」 等 

じとく 

によれば、 伝吉は 剣法 を 自得した ので ある。 「あるい 

かたき 

は 立ち木 を 謦 と 呼び、 あるいは 岩 を 平 四 郎と名 づけ」、 

れんま 

一 心に 練磨 を 積んだ ので ある。 

てんまう 

すると 天 保 十 年頃 意外に も 服 部 平 四郎は 突然 往 くえ 

を晦 ましてし まった。 もっとも これ は伝吉 につけ 狙わ 

れ ている こと を 知った からで はない。 ただ あらゆる 浮 

浪人の ように どこか へ 姿 を 隠して しま つたので ある。 

らくたん かたき 

伝吉は 勿論 落胆した。 一時 は 「神 ほとけ も 譬の上 を 

あ^ |J 

守らせ 給う か」 とさえ 歎息した。 この 上 仇 を 返そうと 



すれば まず 旅に 出なければ ならない。 しかし 当ても な 

い 旅に 出る の は 現在の 伝 吉には 不可能で ある。 伝吉は 

うとう 

烈しい 絶望の 余り、 だんだん 遊蕩に 染まり 出した。 「農 

まじわ リ ばくと けだ かたき 

家 義人 伝」 はこの 変化 を 「 交 を 博徒に 求む、 蓋し 謦 

の 所在 を 知らん と 欲する 也」 と 説明して いる。 これ も 

また あるいは 一 解釈 かも 知れない。 

ます や お とう まる まつ 

伝吉 はたち まち 析屋 を逐 われ、 唐 丸の 松と 称された 

まつごろう こぶん じらい 

博徒 松 五郎の 乾 児に なった。 爾来 ほとんど 二十 年ば か 

リは 無頼の 生活 を 送って いたらし い。 (註 五) 「木の葉」 

あいだ ゆうかい ながく ぼ 

はこの 間に 伝 吉の析 屋の娘 を 誘拐したり、 長 窪の 

ほんじん ゆすり 

本陣 何某へ 強請に 行ったり した こと を 伝えて いる。 こ 



あいかわらず 

り、 平 四 郎の往 くえ は 不相変 誰の 耳に も はいらな かつ 

た。 

あんせい くらい 

すると 安政 六 年の 秋、 伝吉 はふと 平 四 郎の倉 井村に 

いる こと を 発見した。 もっとも 今度 は 昔の ように 両刀 

たば さ かみ のち 

を 手 挟んで いたので はない。 いっか 髪 を 落した 後、 倉 

じぞう どう どうもり 

井村の 地蔵 堂の 堂守に なって いたので ある。 伝吉は 

みょうじよ 

「冥 助の かたじけな さ」 を 感じた。 倉 井村と 云えば 長 

さんそん ささや ま とな 

窪から 五 里に 足りない 山村で ある。 その上 笹 山村に 隣 

リ 合って いるから、 小径 も 知らな いのは 一 つもない。 

じょうかん 

(地図 参照) 伝吉は 現在 平 四 郎の浄 観と 云って いるの 

なのか すげがさ 

も 確かめた 上、 安政 六 年 九月 七日、 菅笠 を かぶり、 



ち 上 つ て 勝負 をし ろご 

「何、 立ち上れ じ や？」 

びし ょラ 

浄観は 見る見る 微笑 を 浮べた。 伝吉 はこの 微笑の 中 

に 何 か 妙に 凄い もの を 感じた。 

おれ 

「おぬし は 己が 昔の ように 立ち上れ ると 思うて いるの 

か？ 己は& ざり じ や。 腰抜け じ や ご 

伝吉は 思わず 一足す さった。 いっか 彼の 構えた 刀 は 

きっさき ふる ようす 

ぶるぶる 切 先 を 震わして いた。 浄観は その 容子を 見 

やった なり、 歯の 抜けた 口 を あからさま にもう 一度 こ 

うつけ 加えた。 

「立ち居 さえ 自由に はならぬ 体 じ や ご 



うそ 

「噓 をつ け。 噓を …… 」 

CJ- っノ 

伝吉は 必死に 罵リ かけた。 が、 浄観は 反対に 少し 

ずつ 冷静に 返り 出した。 

「何が 噓じ や？ この 村の ものに も 聞いて 見る が 好い。 

お ぢゎ ずら 

己 は 去年の 大患 いから 腰ぬ けにな つ てし もうた の 

じ や。 じ やが、 —— J 

浄観 はちよ いと 言葉 を 切る と、 まともに 伝吉の 目の 

中 を 見つめた。 

おれ ひきょう 

「じ やが 己 は 卑怯な こと は 云わぬ。 いかにも おぬしの 

てて おや 

云う 通り、 おぬしの 父親 は 己の 手に かけた。 この 腰 抜 

けで も 打つ と 云うなら、 立派に 己 は 打 たれて やる。」 



伝吉は 短い 沈黙の 間に いろいろの 感情の 群がる の 

けんお れんびん ぶべ つ 

を 感じた。 嫌悪、 憐憫、 侮蔑、 恐怖、 —— そう 云う 感 

こうてい いたずら たちさき にぶ 

情の 高低 は 徒 に 彼の 太刀先 を 鈍らせる 役に立つ ばか 

りだつた。 伝 吉は浄 観 を 睨んだ ぎり、 打とう か 打つ ま 

いかと 逡 巡して いた。 

「さあ、 打て ご 

ごうぜん ななめ 

浄観は ほとんど 傲然と 斜に伝 吉へ肩 を 示した。 そ 

ひよ ラし 

の 拍子に ふと 伝吉は 酒臭い 浄 観の 息 を 感じた。 と 同時 

に 昔の 怒の むらむらと 心に 燃え 上る の を 感じた。 それ 

は 父 を 見殺しに した 彼 自身に 対する 怒だった。 理が非 

あ V 一 

でも 仇 を 打たなければ 消える こと を 知らない 怒だった 



むしゃぶ る け さ 

伝吉は 武者震い をす るが 早い か、 いきなり 浄観を 袈裟 

がけに 斬った。 …… 

伝吉の 見事に 仇 を 打った 話 はたち まち 一 郷の 評判に 

こうぎ とが 

なった。 公儀 も 勿論 この 孝子に は 格別の 咎め を 加えな 

あら かじ がんしょ 

かったら しい。 もっとも 予 め 仇 打ちの 願書 を 奉る こ 

ほうび さ た 

と を 忘れて いたから、 褒美の 沙汰 だけはなかった よう 

である。 その後の 伝吉を 語る こと は 生憎 この 話の 主題 

ではない。 が、 大体 を 明かに すれば、 伝吉は 維新 後材 

木 商 を 営み、 失敗に 失敗 を 重ねた 揚句、 とうとう 精神 

めいじ ぎょうねん 

に 異状 を 来した。 死んだ の は 明治 十 年の 秋、 行年 は 

ちょうど 五十 三で ある。 (註 六) しかしこう 云う 最期 



のこと など は 全然 諸 書に 伝わって いない。 現に 「孝子 

し +P 

伝吉 物語」 は 下の ように 話 を 結んで いる。 —— - 

のち 

「伝吉 は その後 家 富み 栄え、 楽しい 晚年を 送りました。 

せきぜん よけい 

積善の 家に 余慶 ありと は 誠に この 事でありましょう。 

なむあみだぶつ なむあみだぶつ 

南無阿弥陀仏。 南無阿弥陀仏 ご 

(大正 十二 年 十二月) 
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